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髙木　清一　氏
（埴谷）

　昭和37年に警視庁警察官となり
荏原警察署に配属。以来、田園調
布警察署、小松川、小岩、警視庁
本部に勤務され深川警察署を最後
に退職されました。その42年間の
長きにわたる犯罪捜査等への功績
が認められこの度の受章となりま
した。受章にあたり髙木氏は「毎
日の送り迎え等家族の支えがあっ
て仕事を全うすることができた。
受章は家族のおかげです。本当に
感謝しています」と語られました。
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　岩崎　喜好　氏
　　（姫島）

　昭和44年に東金市に消防士とし
て入庁し、消防本部警防課長、消
防本部予防課長、南消防署長等を
歴任。その長きにわたる消防防災
活動への功績が認められこの度の
受章となりました。受章について
岩崎氏は「長年消防職員として勤
務させていただき、先輩、同僚、
地域住民の皆さんからご支援をい
ただいたおかげです。今後もこの
受章に恥じないよう精進していき
たい」と語られました。
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三春　孟　氏
（富口）

　昭和39年に警察官となり千葉中央
警察署に配属。八日市場警察署（現
匝瑳警察署）、佐倉、千葉県警捜査2
課、茂原、千葉西、佐原で通算37年
間にわたり地域課、刑事課を歴任。
平成13年に千葉東警察署を最後に退
職されました。その後、警察安全相
談員として4年間勤務し、その長きに
わたる功績が認められこの度の受章
となりました。受章にあたり、「家族
の支えもあり仕事に専念することが
できました。受章できたのは家族の
おかげ。大変感謝しています」と語
られました。
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小山　登　氏
（富口）

　昭和41年に警察官となり千葉中央
警察署に配属。千葉県警察本部高速
道路交通警察隊、旭警察署、警察学
校教官等を歴任。警察学校では、主
に交通法規に関する指導を担当。そ
の後、平成15年に茂原警察署を最後
に退職されました。退職後は成田警
察署で交番相談員として勤務され、
その36年間の長きにわたる功績が認
められ、この度の受章となりました。
受章にあたり、「大変光栄な事と深く
感謝致しております。現在は、安全
協会員として活動しており、これから
も皆さんと共に地域活動に協力して
参りたいと思います」と語られました。
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おめでとうございます　　　

　昭和47年に陸上自衛隊に入隊し、
第一特科連隊本部中隊通信陸曹、東
部方面総監部防衛部訓練課訓練係、
総務部総務課兼ねて東部方面曹友会
長、中央業務支援隊総務部総務科広
報幹部、高射学校企画室監理係等の
要職を歴任され、特に東部方面総監
部総務部総務課東部方面曹友会長と
して米軍下士官団との交流行事等を
積極的に計画し方面区内の各駐屯地
曹友会の団結の強化、士気の高揚に
貢献されました。受章にあたり、「上司、
先輩、後輩、家族の支えがあり受章
できました。支えてくださった皆様に
感謝しています」と語られました。
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鬼原　勇次　氏
（津辺）
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ま
の
ご
紹
介

　

警
察
、
自
衛
隊
、
消
防
な
ど
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
さ
れ
た

方
を
対
象
と
す
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
の
皆
さ
ま
に
お
話
し
を
お

伺
い
ま
し
た
。
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農
業
者
と
し
て
意
欲
と
社
会
的
評
価

を
高
め
る
た
め
、
千
葉
県
知
事
か
ら
贈

ら
れ
る
千
葉
県
農
業
士
、
千
葉
県
指
導

農
業
士
の
認
証
式
が
11
月
20
日
㈮
に
千

葉
県
庁
で
行
わ
れ
、
山
武
市
か
ら
次
の

２
人
の
方
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
農
業
士　
髙
𣘺　
一
裕
氏

�

（
富
口
）

髙
𣘺
さ
ん
は
、
農
協
青
年
部
・
成
東

青
年
農
業
研
究
会
に
て
活
躍
。
水
稲
、

露
地
野
菜
、
花
き
の
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

千
葉
県
指
導
農
業
士　
三
𣘺　
敏
子
氏
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（
蓮
沼
二
）

三
𣘺
さ
ん
は
、
蓮
沼
地
区
地
域
審
議

会
委
員
と
し
て
活
躍
。
水
稲
、
ネ
ギ
の

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

納
税
表
彰
者

東
金
税
務
署
長
表
彰

�

野
島　
暉
通
氏(

津
辺
）

東
金
間
税
会
の
理
事
と
し
て
、
会
活

動
の
充
実
お
よ
び
青
少
年
に
対
す
る
租

税
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
税
務
行

政
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

東
京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞
・
山
武
郡
市
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
最
優
秀
賞

山
武
中
学
校
３
年

�
井
戸
川
櫻
子
さ
ん

公
益
社
団
法
人
東
金
法
人
会
長
賞

山
武
南
中
学
校
２
年

�

篠
宮
ひ
な
た
さ
ん

東
金
間
税
会
「
税
の
標
語
」

金　
賞

成
東
東
中
学
校
３
年

�

濱　
　
鈴
加
さ
ん

公
益
社
団
法
人
東
金
法
人
会
「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

公
益
社
団
法
人
東
金
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

緑
海
小
学
校
６
年　
都
築
愛
梨
さ
ん

交
通
安
全
指
導
員
表
彰

関
東
管
区
表
彰

優
良
運
転
者
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藤
波　
勝
男
氏
（
蓮
沼
支
部
）

緑
十
字
銅
章
表
彰
交
通
安
全
功
労
者

�

能
勢　
明
彦
氏
（
成
東
支
部
）

�

鈴
木　
　
昭
氏
（
成
東
支
部
）

�

美
濃
輪
一
良
氏
（
松
尾
支
部
）

　
優
良
運
転
者　
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井
野　
敬
一
氏
（
成
東
支
部
）

県
連
名
表
彰

優
良
交
通
指
導
員

�

地
布
久
恵
子
氏
（
松
尾
支
部
）

食
品
衛
生
普
及
向
上
に
貢
献

食
品
衛
生
全
国
大
会

（
公
社
）
日
本
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

　
食
品
衛
生
功
労
者

�

小
川　
一
馬
氏
（
蓮
沼
ホ
）

千
葉
県
食
品
衛
生
大
会

（
公
社
）
千
葉
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

　
食
品
衛
生
功
労
者

�

北
島　
　
哲
氏
（
蓮
沼
ロ
）

　
食
品
衛
生
優
良
施
設

�
梅
一
輪
酒
造
株
式
会
社（
松
ヶ
谷
イ
）

シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
（
蓮
沼
ホ
）

ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
賞

山
武
市
農
業
共
同
参
画
推
進
会
は
、

農
業
を
営
み
い
き
い
き
と
地
域
社
会
活

動
に
取
り
組
む
ご
夫
婦
を
山
武
市
産
業

ま
つ
り
で
、
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
賞
に

選
出
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
今
井
和
仁
さ
ん
・
愛
さ
ん

ご
夫
妻
、
土
屋
龍
雄
さ
ん
・
典
子
さ
ん

ご
夫
妻
を
表
彰
。
両
ご
夫
妻
と
も
に
お

互
い
を
尊
重
し
つ
つ
農
業
経
営
に
取
り

組
む
だ
け
で
な
く
、
妻
が
地
域
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
、
夫
が
常
に
応
援
・

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
で
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

三𣘺　敏子氏 髙𣘺　一裕氏

井戸川櫻子さん

左：土屋龍雄さん・典子さん ご夫妻
右：今井和仁さん・愛さん ご夫妻

明
日
の
農
業
を
担
う

千
葉
県
農
業
士
・
指
導
農
業
士
に
認
証
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マイナンバーの通知や利用などの手続きで、マイナンバーや、口座番号を電話などで聞くことはありませ
ん。不審な電話やメールはすぐに切るまたは無視することとし、訪問があった場合にも十分注意してください。
◆次のような事例に注意を！　

行政機関を名乗って、「マイナンバー制度が始まると手続きが面倒になるので、至急、
振り込み先の口座番号を教えてほしい」との電話があった。
　

⇒�国の関係省庁や地方自治体などが、口座番号や口座の暗証番号、所得や資産の情報、家族
構成や年金・保険の情報などを聞いたり、お金やキャッシュカードを要求したりすること
は一切ありません。また、あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」といった依頼は詐欺
の手口です。こうした手口で、人を欺くなどして、他人のマイナンバーを取得することは法律により罰せ
られます。なお、不正な提供依頼を受けて自分のマイナンバーを他人に教えてしまっても、刑事責任を
問われることはありません。

スマートフォンに「重要マイナンバーについて」と題するメールが届いた。「マイナン
バーの個人情報漏えいが発覚し、このままでは携帯電話が使えなくなったり、ローンが
組めなくなる」など危機感をあおる文章で、手続きのために別のサイトに誘導するアド
レスが記載されていた。

⇒�マイナンバー関連であることをかたったメールが送られてきた場合、自分の勤務先など送
付者が明らかなものを除き、安易に開封しないよう、注意してください。

◆個人番号カードの受け取りについて
個人番号カードの交付申請をされた方は、交付場所などをお知らせする交付通知書（はがき）が申請者のご自宅に順次送付される予定です。

　 交付通知書の案内に従って、個人番号カードをお受け取りください。
　制度に関すること　総務課　☎0475(80)1112　交付に関すること　市民課　☎0475(80)1141

　　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120(95)0178
【不審な電話を受けたら】
　消費者ホットライン☎188 　※山武市消費生活センター　☎0475(82)8453
　警察相談専用電話☎♯9110　※山武警察署　☎0475(82)0110
　内閣官房ホームページ　 http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
　個人番号カード総合サイト　 https://www.kojinbango-card.go.jp/

障害者控除対象者認定書を交付
山武市の要介護認定を受けている65歳以上の本人または、要介護認定者を扶養している方が、所得税や住民

税の障害者控除を申告する時に必要な障害者控除対象者認定書を交付します。該当する方は申請してください。
対　象

要介護認定を受けている下記の表に該当する方です。　申請時には、対象者と申請者の印鑑、介護保険被保険
者証をお持ちください。
＊�申請書は高齢者福祉課、各出張所にあります。ホームページにも掲載してありますのでご利用ください。
申し込み　１月20日㈬〜

認定区分 障　害　理　由 認　　定　　基　　準

特別障害者
知的障害者（重度）に準ず 主治医意見書の認知症高齢者の日常生活自立度がⅣまたはＭである方
寝たきり老人および身体障害者

（1級・2級）に準ず
主治医意見書の障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）がＢ１、
Ｂ２、Ｃ１またはＣ２である方

障　害　者 知的障害者（軽度・中度）に準ず 主治医意見書の認知症高齢者の日常生活自立度がⅡａ、Ⅱｂ、Ⅲａ
またはⅢｂである方

� （平成2７年12月31日基準日）
対象外

・�障害者手帳や療育手帳などをお持ちの方（従来どおり申告時に手帳を提示してください）
・本人または扶養者が非課税の方
・ 　高齢者福祉課　　☎0475（80）2641

マイナンバー制度に便乗した
� 不審な電話や訪問にご注意ください！


